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当院は、3月1日（日）より、電子カルテを導入します。 

電子カルテが導入されると… 電子カルテが導入されると… 

　現在、紙カルテを用いた運用で診療
を行っておりますが、さらなる医療の
安全および質の向上を目指し、電子カ
ルテを導入します。 

１～２月にかけて、職員によるリ
ハーサルを数回実施し、スムーズ
にシステムを運用できるよう病院
全体で取り組んでおりますが、導
入当初は待ち時間が長くなるなど、
皆様には何かとご迷惑をおかけす
ることも予想されますので、ご理
解、ご協力のほどよろしくお願い
申し上げます。 

①　紙カルテや伝票などがなくなり、カルテの内容は電子化されるため、院
内どこからでも情報を共有することができます。 
　　また、診療データはモニター画面を通じて見ることができますので、診
療内容はよりわかりやすくなります。 
②　入院患者さんについては、患者さんのリストバンドに印字するバーコー
ドで点滴などの内容を確認するシステムを導入しますので、医療の安全性
が向上します。 

リハーサルの様子 
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外来受診のご案内 （電子カルテ導入に伴い、従来と 　一部変更になるところもありま 
　すので、ご確認下さい。） 

はじめて当院を受診される方 ご予約のない方（受診歴のある方） 再診予約をされた方 

①　紹介状をお持ちの方 
　　　　　　　　　　　（３番窓口） 
②　紹介状をお持ちでない方 
　　　　　　　　　　　（３番窓口） 

患者登録後、診察券と受付票をお渡し
します。 
診療申込書、健康保険証、紹介状、医
療証などをお出しください。 
 
交通事故、労災、他医療機関（施設）入
院中などの場合はその旨をお出しく
ださい。 

①　紹介状をお持ちの方 
　　　　　　　　　　　（３番窓口） 
②　再診の方（再来受付機で受付） 

診療を受ける科 

診療を受ける科の前でお待ちください。（複数の科を受診する場合は、最初の科の前でお待ちください。）順番が来ましたら、診療科
の受付で患者さんのお名前（または受付番号）をお呼びします。 
複数の科を受診する場合は受付した順番に各科受診してください。お薬のある方は、院外処方せんまたはおくすり引換券をお渡しし
ます。 

レントゲン・検査等のある方 
レントゲン・検査等がない方 

院外薬局 

「処方せん受付」、「保険薬局」、「保険調剤薬局」など
の表示のある薬局でお薬をお受け取りください。 

院外処方せんFAXコーナー（無料）について 

実
施 

診
断 

院外処方せんをお持ちの方 お薬のない方 おくすり引換券を 
お持ちの方 

当院では、薬局前ホールにFAXコーナーを設置して
います。利用時間は９：００～15：００となっております。 
・FAXコーナーをご利用いただきますと患者さんのご希望す
る保険薬局にあらかじめ院外処方せんをファックスしておくこ
とができ、保険薬局での待ち時間も少なくなります。 
・FAXコーナーは県薬剤師会の協力により運営されておりま
すので、安心してご利用いただけます。 

おくすりお渡し窓口（７番窓口） 

①表示番号板におくすり引換券の番号が表示されます。 
②おくすり引換券を提出し、お薬をお受け取りください。 

会計ファイル提出窓口（６番窓口） 

診療が終わりましたら、会計ファイルを提出してください。会計番号券をお渡しします。 
担当者が健康保険証を確認後、料金計算しますので、会計表示板に会計番号が表示されるまでお待ちください。 

会計窓口（５番窓口）・診療費支払機 

帰　宅 

会計表示板に「会計番号」が表示されましたら、診療費支払機または会計窓口（５番窓口）でお支払いをお願いします。クレジットカー
ドもご利用いただけます。※問い合わせ等により、会計に時間がかかる場合もあります。 

※再来受付機で受付できない方は3番
窓口におまわりください。 

診療申込書、健康保険証、紹介状、医
療証などをお出しください。 
 
交通事故、労災、他医療機関（施設）入
院中などの場合はその旨をお出しく
ださい。 

 
 

再来受付機 

再来受付機に診察券を入れ、出てきた
受付票をお受け取りください。 
検査のみのご予約の場合も再来受付
機をお通しください。 
健康保険証の有効期限が経過してい
る方、３か月以上来院のない方は、３番
窓口で健康保険証の確認が必要とな
ります。 

「診察券」は忘れずにお持ち下さい。 
※お忘れの場合、受付や会計時に時間
がかかる場合があります。 

「受付票」はなくさないように 
受診の間、大切にお持ちください。 
※受付番号が印字されています。 

レントゲン・検査等 
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整
形
外
科
で
は
、

骨
、
関
節
、
筋
肉
、
靱

帯
等
の
運
動
器
に
対

す
る
治
療
を
中
心
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
骨
折

や
脱
臼
、
筋
腱
・
靱

帯
・
神
経
損
傷
な
ど

の
外
傷
に
対
す
る
治

療
、
使
い
す
ぎ
や
加

齢
に
伴
う
脊
椎
や
四

肢
関
節
の
慢
性
疼
痛
、

機
能
障
害
に
対
す
る
治
療
、
末
梢
神
経
障

害
に
よ
る
し
び
れ
や
麻
痺
に
対
す
る
治
療

な
ど
幅
広
い
疾
患
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
三
名
、
看
護
師
三

名
、
窓
口
事
務
一
名
で
、
午
前
中
二
名
の

医
師
が
診
察
し
て
い
ま
す
。
午
後
は
手
術

の
た
め
緊
急
の
患
者
さ
ん
の
み
診
察
し
て

い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
約
半
数
は
、
事
故
や
転
倒

に
よ
る
骨
折
な
ど
外
傷
の
方
々
で
す
が
、

加
齢
に
よ
る
変
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
も
多

く
受
診
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
膝
や
股
関
節

の
軟
骨
が
す
り
減
り
痛
み
を
生
じ
る
変
形

性
関
節
症
や
、
腰
の
神
経
の
通
り
道
が
狭

く
な
り
下
肢
の
し
び
れ
や
歩
行
障
害
を
生

じ
る 
腰 

よ
う 

部 ぶ 
脊 

せ
き 

柱 
ち
ゅ
う 

管 
か
ん 

狭 
き
ょ
う 

窄 
さ
く 

症 
な
ど
の
疾
患
が

し
ょ
う

多
く
、
注
射
や
投
薬
な
ど
で
改
善
が
見
ら

れ
な
い
場
合
は
手
術
加
療
を
行
い
良
好
な

治
療
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
の
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い

骨
粗
鬆
症
の
患
者
さ
ん
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
骨
粗
鬆
症
と
は
、
骨
の
量
が

減
っ
て
も
ろ
く
な
り
骨
折
し
や
す
く
な
る

病
気
で
、
そ
の
対
策
が
社
会
的
に
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
置
す
る
と

自
然
と
背
骨
が
つ
ぶ
れ
、
背
中
が
丸
く

な
っ
た
り
、
身
長
が
縮
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
骨
粗
鬆
症
は
簡
単
な
検
査
で
容
易
に

診
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
治
療
に
は

内
服
薬
を
用
い
ま
す
が
、
腰
背
部
痛
の
強

い
患
者
さ
ん
に
は
週
に
一
回
の
注
射
を

行
っ
て
い
ま
す
。
通
院
は
大
変
で
す
が
根

気
よ
く
治
療
す
る
と
疼
痛
が
な
く
な
り
動

き
や
す
く
な
る
よ
う
で
す
。

　

当
院
の
特
長
と
し
て
、
県
内
最
大
の
規

模
を
誇
る
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

よ
り
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
急
性
期
治
療
後
、
早

期
リ
ハ
ビ
リ
、
早
期
社
会
復
帰
を
目
標
に

ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

整
形
外
科
外
来　

松
浦　

恭
子

湯
た
ん
ぽ
火
傷

　
　

形
成
外
科　

梅　

澤　

裕　

己

　
　

寒
い
冬
場
、

全
国
的
に
火
傷

が
急
増
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
火
事

が
増
え
る
と
い

う
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
す
が
、
一
般
に

は
お
湯
を
沸
か
す
機
会
が
増
え
る
こ
と
、

ま
た
、
お
湯
の
温
度
を
よ
く
見
ず
に
浴
槽

へ
勢
い
よ
く
入
っ
た
り
、
ス
ト
ー
ブ
に
火

を
入
れ
、
電
気
毛
布
や
湯
た
ん
ぽ
を
使
用

す
る
た
め
で
す
。

　

生
活
環
境
内
は
、
火
傷
の
原
因
だ
ら
け

と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
湯
を
被
っ
た
り
、
火
に
触
っ
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
に
直
接
触
っ
た
時
の
火
傷
は
高
温

で
は
あ
り
ま
す
が
、
火
傷
の
体
に
は
、
そ

こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
の
で
、
接
触
時
間
は
そ
れ
ほ
ど
長
く
な

く
、
す
ぐ
冷
却
し
、
早
め
に
処
置
す
る
こ

と
で
、
水
ぶ
く
れ
程
度
で
済
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
ま
り
に
も
高
温
の
浴
槽
に

浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ビ
ッ
ク
リ
し

て
し
ま
い
自
力
で
脱
出
で
き
ず
、
救
助
も

数
十
秒
〜
数
分
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、

か
な
り
深
い
広
範
熱
傷
に
な
り
、
生
命
維

持
も
困
難
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
と
く

に
飲
酒
後
な
ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
最
近
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
低
コ
ス
ト

で
あ
る
湯
た
ん
ぽ
が
再
び
脚
光
を
浴
び
、

若
い
人
の
間
で
も
大
流
行
し
て
お
り
ま
す
。

形
や
カ
バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
も
か
な
り
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
冷
え
症
に
な
や
む
方
の
み

な
ら
ず
、
気
軽
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

湯
た
ん
ぽ
や
電
気
毛
布
で
の
火
傷
の
場

合
、
と
く
に
就
寝
時
に
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
低
温
で
す
が
じ
っ
く
り
と
加
熱
さ
れ

て
し
ま
う
為
、
熱
が
内
部
ま
で
良
く
伝
わ

り
、
ま
た
体
重
に
よ
る
圧
迫
か
ら
血
流
阻

害
も
同
時
に
起
き
て
い
る
為
、
考
え
て
い

た
よ
り
も
か
な
り
深
く
ま
で
火
傷
が
達
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
深
い
傷
の
た

め
治
療
期
間
も
長
く
な
り
、
完
治
す
る
ま

で
二
〜
三
ヶ
月
か
か
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
、

盛
り
上
が
っ
た
赤
い
傷
跡
を
残
し
ま
す
。

湯
た
ん
ぽ
の
場
合
は
特
に
下
腿
に
多
い
の

で
す
が
、
こ
こ
は
元
々
血
流
も
悪
い
為
、

火
傷
が
深
く
な
り
や
す
く
、
ま
た
治
り
に

く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　

動
脈
硬
化
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
腎
臓

病
、
脳
血
管
疾
患
、
自
分
で
体
位
を
変
え

ら
れ
な
い
、
泥
酔
し
て
い
る
な
ど
の
要
素

が
ひ
と
つ
で
も
あ
る
方
は
と
く
に
注
意
が

必
要
で
す
が
、
普
通
の
方
で
も
湯
た
ん
ぽ

は
布
団
を
暖
め
る
程

度
に
考
え
、
就
寝
時

に
は
布
団
か
ら
は
ず

す
よ
う
な
使
い
方
を

推
奨
い
た
し
ま
す
。
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整形外科外来 

整形外科外来スタッフ

や
け
ど
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皮 膚 科  
金 木 水 火 月 

内　　科 
金 木 水 火 月 

木内博之 知識鉄郎 須藤悦宏 知識鉄郎 木内博之 

＊外来の受付時間は午前７時30 

　分～午前11時30分まで、診察 

　は８時30分開始です。土・日・ 

　祝日・年末年始は休診です。 

　ただし、急患は随時受付・診 

　察を行います。 

＊都合により担当医師の変更や 

　休診になる場合があります。 

日本医科大学医師 

◎月～金曜日午後外来診察（午後２時30分～４時受付） 

北村繁行 須藤悦宏 北村繁行 須藤悦宏 北村繁行 

須藤悦宏 林　央介 林　央介 林　央介 林　央介 

梅澤裕己 梅澤裕己 梅澤裕己 梅澤裕己 梅澤裕己 

篁　武郎 篁　武郎 篁　武郎 
※ 
篁   　      武郎 

◎午前９時30分より診療開始 ※火曜日は予約診察のみ 

齋藤明彦 齋藤明彦 齋藤明彦 齋藤明彦 齋藤明彦 

齋藤明彦 午 
後 齋藤明彦 

日本医科大学医師 

野本又は水越 野本達也 野本又は水越 野本達也 水越元気 

中嶋信人 水越元気 中嶋信人 ◎火曜日は手術日のため外来診療は休診 

國本健太 鎌塚栄一郎 國本健太 鎌塚栄一郎 鎌塚栄一郎 

國本健太 

リハビリテーション科 
金 木 水 火 月 

産婦人科 
金 木 水 火 月 

放射線科 
金 木 水 火 月 

小     児  科 
金 木 水 火 月 

外科・消化器内科 

消化器・乳腺センター 

金 木 水 火 月 

整形外科 
金 木 水 火 月 

形成外科 
金 木 水 火 月 

眼　　科 
金 木 水 火 月 

麻 酔 科  
金 木 水 火 月 

耳鼻いんこう科 
金 木 水 火 月 

神経内科 
金 木 水 火 月 

泌尿器科 
金 木 水 火 月 

脳神経外科 
金 木 水 火 月 

◎火曜日・金曜日午後外来診察（午後３時～４時30分受付） 

◎水曜日は午後２時30分より予約外来 
◎火曜日は午前９時30分より診療開始 

◎毎週月曜日のみ診療（月曜日が休日の場合は火曜日） 
◎午前は10時より、午後は２時より診療開始 

◎※印は新患外来の担当医師 
◎毎月最終診療日　午後２時より禁煙外来（予約制） 

午 
後 

午 
後 

篁　武郎 

大塚　茂 大塚　茂 大塚　茂 大塚　茂 大塚　茂 

山下　博 山下　博 山下　博 山下　博 山下　博 

高橋　亮 塩路　豪 高橋　亮 塩路　豪 

山本一仁 木内博之 山本一仁 木内博之 山本一仁 

二見良平 二見良平 柏原　元 柏原　元 二見良平 

福岡　猛 塙　秀暁 福岡　猛 福岡　猛 塙　秀暁 

柏原　元 寺西宣央 寺西宣央 塙　秀暁 寺西宣央 

鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 

鹿子島俊夫 午 
後 鹿子島俊夫 午 

後 鹿子島俊夫 午 
後 鹿子島俊夫 午 

後 鹿子島俊夫 午 
後 

北村光信 
日本医科大学医師 
又は佐伯和則 鎌田芳則 北村光信 鎌田芳則 

※ 

※ ※ 

※ ※ 

佐伯和則 
北村光信 

森澤太一郎 佐伯和則 森澤太一郎 

鎌田芳則 
森澤太一郎 

（第1・3・5） 

（第２・４） 

◎脳神経外科からのお知らせ 

 脳神経外科の毎週火曜日の外来は、診療開始時間が午前９時30分となっております。他の

曜日とは異なりますので、受診の際はお気を付けください。なお、火曜日以外の診療開始時

間は午前８時30分です。 

◎敷地内禁煙について 

　病院は病気療養の場であり、患者さんのみならず来院された皆様にタバコによる健康被害

があってはならないとの観点から、当院では敷地内を全面禁煙としております。皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

平成21年２月15日現在 

お知らせ  お知らせ  お知らせ  
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳卒中初期診療コースインストラクター・コースコーディネーター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本脳卒中学会専門医　脳神経外科　國　本　健　太

　昨年11月16日に脳卒中の初期診療を学ぶ研修会を、当院で開催し

ました。県内外の医師、看護師、救急救命士ら約 30名が集まり、脳

卒中専門医に引き継ぐまでの、迅速な対応を学びました。医師・看護

師を中心とした病院内での初期治療（ISLS コース）と、病院前の救急

隊による初期対応（PSLS コース）の同時開催を行いました。山形県

での開催は昨年の３月に第１回目を日本海総合病院で行い、当院での

開催が山形県での第４回目のコースとなり、村山地域では初めての研

修会です。

　これまでいわゆる心肺停止状態のための救急蘇生講習は全国的に広

まりを見せ、当病院でも定期的に、一次救命処置（人工呼吸、胸骨圧

迫による心臓マッサージ、自動体外式除細動器：AEDを使用した一連

の心肺蘇生）、二次救命処置（これは病院内で薬や器具を使った心肺蘇

生）の講習会を行ってきました。（写真１）

　今回は、これらのコースをすでに受講した医療従事者を

対象に、脳卒中への対応に限定した、救急現場での初期の

対処法を学んでもらいました。

　脳卒中は、我が国の国民病とも言える病気で、特に山形

県に於いては脳卒中の死亡率は全国的にも上位に位置して

います。2005年10月に、脳梗塞発症から３時間以内に開

始しなければならない薬（t-PA）の認可が下りてから、脳

卒中の初期診療が、以前よりも増して、その「迅速さ」が

重要視されるようになってきました。この薬は「脳梗塞発

症３時間以内に投与を開始する」と、その使用にとても強

い制限が与えられています。そのためこの条件をクリアす

るには、数々の工夫が必要です。

　発症から脳卒中を疑い、スピーディーに搬送し、病院内でよどみ

なく診療と治療が行われることが重要です。また救急隊員は脳卒中

が疑われた場合、専門的治療ができる病院を選んで搬送するという

重要な役割を担っています。

　研修の目標は、患者さん本人やご家庭による症状の早期発見から、

救急隊による観察と迅速な搬送、病院内での専門医による決定的な

治療の開始までを、スムーズに橋渡しができる医療者の育成として

います。コースでは実際の人が傷病者役を演じ（写真２）、受講者が

観察・診察し、そして重症度を判断します。①意識状態の評価、②

脳卒中のスケールの実際（図１）③呼吸と循環の管理、④実際の症

例の検討、の４項目で構成され脳卒中の初期診療に必要な知識を身

につけられるように工夫されています。

　コースを通して、脳卒中による機能障害を最小限にするためには

どうすればいいのかを学び、救急現場と病院が同じ視点で観察し、

評価することにより、迅速な脳卒中診療に繋がることが期待されま

す。山形県での脳卒中医療の向上に繋がるよう、今後もコースの開

催を続けていきたいと思っております。

（Cincinnati Prehospital Stroke Scale：CPSS） 

１）顔のゆがみ（歯を見せるように、あるいは笑

ってもらう） 

　　正常：左右対称 

　　異常：片側が他側のように動かない 

２）上肢挙上（開眼させ、10秒間上肢を挙上させる） 

　　正常：両方とも同様に挙上、あるいは 

　　　　　まったく挙がらない 

　　異常：一側が挙がらない、または他側に 

　　　　　比較して挙がらない 

３）構音障害（患者さんに話をさせる） 

　　正常：滞りなく正確に話せる 

　　異常：不明瞭な言葉、間違った言葉、 

　　　　　あるいはまったく話さない 

　　上記３つの所見のうち一つでも異常があれ

ば72%の確率で脳卒中、２つあれば85％の確

率で脳卒中が疑われる。 

（写真１）

（写真２）

脳卒中初期診療コース（ISLS）・ 
脳卒中病院前救護コース（PSLS）を開催しましたしました 

脳卒中初期診療コース（ISLS）・ 
脳卒中病院前救護コース（PSLS）を開催しましたしました 

脳卒中初期診療コース（ISLS）・ 
脳卒中病院前救護コース（PSLS）を開催しました 

（図１）
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①
着
任
日
　
②
趣
味
　
③
抱
負
・
自
由
発
言 

④
出
身
地
　
⑤
専
門
医
等 

◆
形
成
外
科　
　
 
梅 　
 
澤 　
 
裕 　
 
己 

う
め 

ざ
わ 

ひ
ろ 

き

①
十
月
一
日

②
音
楽
・
ス
キ
ー
・

ゴ
ル
フ　

③
力
の
限

り
が
ん
ば
り
ま
す
。

④
東
京
都

◆
整
形
外
科　
　
 
林 　
　
　
 
央 　
 
介 

は
や
し 

お
う 

す
け

①
十
月
一
日

②
な
し　

③
地
域
医

療
に
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　

④
大
阪
府　

⑤
医
学

博
士

◆
内　
　

科　
　
 
森 

も
り　
 
澤 　
 
太  
一  
郎 

さ
わ 

た 

い
ち 

ろ
う

①
十
月
一
日

②
音
楽
鑑
賞　

③
自

然
を
満
喫
し
た
い
で

す
。
④
埼
玉
県

　

医
療
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
、
従
来
の

「
消
化
器
科
」
の
名
称
を
「
消
化
器
内
科
」

へ
変
更
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、「
消
化
器
内
科
」
の
外

来
診
察
室
は
従
来
の
外
科
外
来
診
察
室
内

へ
と
移
動
し
、「
消
化
器
・
乳
腺
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
、
外
科
及
び
消
化
器
内
科

の
医
師
が
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。
従
来
の

消
化
器
科
外
来
の
診
察
室
は
、
外
来
点
滴

治
療
室
へ
改
修
を
行
い
、
点
滴
治
療
を
受

け
る
方
の
為
の
治
療
室
と
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
「
消
化
器
・

乳
腺
セ
ン
タ
ー
」（
外
科
・
消
化
器
内
科
外

来
）
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

つ
い
先
日
新
し
い
年
を
迎
え
た
か

と
思
え
ば
、
早
い
も
の
で
二
月
半
ば

と
な
り
ま
し
た
。
二
月
は
一
年
の
中

で
一
番
日
数
が
少
な
く
、
な
ん
だ
か

得
し
た
気
分
に
な
る
の
で
好
き
で
す

…
そ
も
そ
も
二
月
だ
け
短
い
理
由
を

調
べ
て
み
る
と
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代

に
は
三
月
が
一
年
の
始
め
と
さ
れ
、

そ
の
習
慣
の
一
部
が
残
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
短
い
二
月
を
終
え
る

と
、
い
よ
い
よ
電
子
カ
ル
テ
が
ス

タ
ー
ト
。
当
然
の
よ
う
に
時
間
は
待
っ
て
く

れ
ず
、
不
安
と
戸
惑
い
で
い
っ
ぱ
い
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
も
う
少

し
長
い
二
月
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
も
な
く
三
月
で
す
が
、
山
形
の
寒

さ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
み
な
さ
ま
体
調

管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｘ
Ｐ
・
Ｓ
）

外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
のののののののののののののののののののの

外
科
・
消
化
器
内
科
の

診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

　
　
　
 
診
療
に
つ
い
て

　

当
院
の
職
員
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し

た
院
内
保
育
所
「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
き
た

こ
う
」
が
病
院
敷
地
内
に
開
所
い
た
し
ま

し
た
。
県
内
の
公
立
病
院
で
は
五
番
目
の

保
育
施
設
と
な
り
ま
す
。
こ
の
保
育
所
は

夜
勤
の
あ
る
職
員
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

週
三
日
は
二
十
四
時
間
保
育
も
行
い
ま
す
。

二
十
四
時
間
保
育
を
行
う
保
育
施
設
は
、

県
内
の
公
立
病
院
で
は
三
番
目
と
な
り
ま

す
。

　

去
る
一
月
六
日
に
当
院
の
管
理
者
で
あ

る
土
田
正
剛
東
根
市
長
、
木
内
博
之
院
長
、

運
営
す
る（
株
）コ
ビ
ー
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ

イ
ツ
の
小
林
社
長
ら
出
席
の
も
と
華
や
か

に
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
開
所

式
の
模
様
は
一
部
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

院
内
保
育
所
の
整
備
は
、
小
さ
な
子
供

を
も
つ
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
や
、
全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
医
師
、

看
護
師
や
技
師

な
ど
の
人
材
確

保
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
取
り

組
み
に
よ
り
必

要
な
人
材
が
確

保
で
き
、
患
者

サ
ー
ビ
ス
向
上

へ
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

院
内
保
育
所

院
内
保
育
所 

「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
き
た
き
た
こ
う
」 

が
開
所

が
開
所
！ 

院
内
保
育
所

院
内
保
育
所 

「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
き
た
き
た
こ
う
」 

が
開
所

が
開
所
！ 

院
内
保
育
所 

「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
き
た
こ
う
」 

が
開
所
！ 　　　　　　　セレモニーの様子 開所式に参加した子供たち木内院長 病院管理者

　土田東根市長


